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2はじめに

◼ 第35回本小委員会（2023年1月24日）において、2024年度以降の一次～三次①の調整力の効率的な調達
に関する検討の進め方について整理し、今後、実務検討を進めたうえで、2023年度の三次①必要量へ反映可能
な考え方については、早期に反映することとしていた。

◼ また、三次②についても一次～三次①同様のアプローチが取れるかについて検討を行い、整理ができ次第、三次②
必要量算出へ早期に反映させるとしていたところ。

◼ 今回は、一次～三次①及び三次②の調整力の効率的な調達について検討を行い、その方向性について整理した
ため、ご議論いただきたい。



3（参考） 需給調整市場における検討課題について(1/5）

出所）第37回需給調整市場検討小委員会（2023年3月28日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html


4（参考） 需給調整市場における検討課題について(2/5）

出所）第37回需給調整市場検討小委員会（2023年3月28日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html


5（参考） 需給調整市場における検討課題について(3/5）

出所）第37回需給調整市場検討小委員会（2023年3月28日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html


6（参考） 需給調整市場における検討課題について(4/5）

出所）第37回需給調整市場検討小委員会（2023年3月28日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html


7（参考） 需給調整市場における検討課題について(5/5）

出所）第37回需給調整市場検討小委員会（2023年3月28日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html


8（参考） 調整力の効率的な調達について(1/2）

出所）第47回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（2022年12月6日）資料1
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/047_01_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/047_01_00.pdf


9（参考） 調整力の効率的な調達について(2/2）

出所）第73回制度検討作業部会（2022年12月21日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/073_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/073_04_00.pdf


10（参考） 2024年度以降に向けた検討について（一次～三次①）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html


11（参考）2024年度に向けた検討の方向性（一次～三次①）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html


12（参考）2024年度に向けた検討の進め方（一次～三次①）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html


13（参考）今後の三次②必要量について

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html


14
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16検討における基本的な考え方について（1/2）

◼ 検討の対象は、2024年度以降に需給調整市場から調達する一次～三次②の全ての調整力となる。

◼ 一方で、現在、応札不足への対応として取引スケジュールの変更も検討していることから、まずは取引スケジュールの
変更が実施されるまでの間、言い換えれば、週間取引を行うことを前提とした対応について検討を進めているところ。

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

出所）第37回需給調整市場検討小委員会（2023年3月28日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_37_haifu.html


17検討における基本的な考え方について（2/2）

◼ 検討の対象となる調整力は大きく分けるとGC以前の再エネ予測誤差に対応する三次②と、GC以降の予測誤差に
対応する一次～三次①の2種類に分類され、それぞれ性質等が異なるものとなっている。

◼ また、一次～三次①においても、調整力不足の予見性という観点から見ると、インバランスに対応する調整力であり、
計画段階のインバランス量をもとに、ある程度予見可能（追加調達判断が可能で、週間調達時は1σ相当に低減
可能）な二次②・三次①と、短周期成分に対応する調整力であり、予見困難な一次・二次①に分かれる。

◼ これらを踏まえると、抱えている問題点（常に3σ相当を調達）は共通であるものの、各断面の調達量や追加調達
の判断基準といったものは、切り分けて検討を行う必要がある。

常に3σ相当を調達すると
過剰となる断面が多い

【問題点】
【性質】 【性質】

週間調達
※前日の追加調達可

【調達断面】
前日調達
※需給調整市場での

追加調達不可

【調達断面】

一次～三次① 三次②

効率的な調達の
検討が必要

前日断面での予見性なし

【予見性】
一次・二次①：なし(困難)
二次②・三次①：あり

【予見性】

切り分ける必要がある

GC以降の
全ての予測誤差対応

GC以前の
再エネ予測誤差対応



18（参考）必要となった場合に追加調達する方法（週間断面での調達量）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html


19（参考）発電機の周波数制御機能

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月2日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html
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21効率的な調達における実務検討項目について

◼ 反映可能な項目については2023年度からの早期反映を前提とし、第35回本小委員会において一次～三次①の
効率的な調達の方向性について整理を行い、今後、実務検討を進めることとしていた。また、三次②についても同様
のアプローチが取れるかについて検討を行うとしていたところ。

◼ このため、今回、一次～三次①および三次②に分けたうえで、以下の論点①～⑤について検討を行った。

項目 第35回本小委員会での整理 今回の論点

効率的な調達方法 週間断面での調達量を減らし、不足時に追加調達する ー

調達量
週間

予見性がない一次・二次①については３σ相当
予見性のある二次②・三次①については１σ相当

論点① 複合約定時の必要量をどうするか

追加調達 二次②・三次①について３σ相当を限度に追加調達
論点② 追加調達量および追加調達方法

をどうするか
追加調達
方法

三次②と合わせて追加調達

アセスメント 三次②として行うか方向か 論点③ どのようにアセスメントを行うか

判断基準 広域予備率等をもとに閾値を作成できないか
論点④ どのように追加調達の閾値を

作成するか

【一次～三次①】

【三次②】

項目 第35回本小委員会での方向性 今回の論点

効率的な調達方法 一次～三次①と同様のアプローチが取れるか検討
論点⑤ 商品特性を踏まえたうえで、

どのような方向性で検討を行うか
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23

約定方法：商品毎必要量 and 複合必要量で約定

商品毎必要量 複合必要量

約定方法：商品毎必要量 and 複合必要量で約定

商品毎必要量 複合必要量

（論点①）複合約定時の必要量について（週間断面）

一次
(3σ)

二次①
(3σ)

二次②
(3σ)

三次①
(3σ)

複合
(3σ)

一次
(3σ)

二次②
(1σ)

三次①
(1σ)

複合
(1σ)and

and二次①
(3σ)

一次・二次①:3σ相当
二次②・三次①:1σ相当

複合必要量
1σ相当

【現行の整理】 【効率的な調達】

一次～三次①:3σ相当 複合必要量
3σ相当

◼ 一次～三次①調達については2024年度以降、複合約定ロジックが導入される。このため、効率的な調達（一次・
二次①：3σ相当、二次②・三次①：1σ相当）を行うにあたり、複合約定時の必要量（以降、複合必要量）の
考え方を整理する必要がある。

◼ 現行の複合約定ロジックにおける考え方としては、複合必要量を充足し、かつ商品毎の必要量も充足するように
調達することとなっている。

◼ これを踏まえると、一次・二次①については商品毎の必要量として3σ相当を調達することで周波数安定性は確保
されるため、そのうえで二次②・三次①については1σ相当に低減し、あわせて、複合必要量を1σ相当に低減※しても
問題ない（周波数安定性の確保と効率的な調達の両立は可能）と考えられるのではないか。

※ 不足時は前日取引にて追加調達を行うことで、需給バランスは維持可能



24（参考）複合約定ロジックにおける約定処理の考え方

出所）第22回需給調整市場検討小委員会（2021年3月30日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html
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追加調達がある場合

必要量 調達量

（論点②）追加調達量および追加調達方法について（前日断面）

追加調達がない場合

必要量 調達量

三次②
(3σ)

三次②
(3σ)

三次②
(3σ)

三次②
(3σ)

追加
調達量

追加
調達量

追加調達が
必要な場合

複合
(3σ) 複合

(1σ)

追加
調達量

複合(3σ)ー複合(1σ)

◼ 第35回本小委員会において、前日取引時に三次②として追加調達したとしても、その一部は二次②・三次①相当
の調整力として活用が期待できるとしたところ、言い換えれば、三次②として調達するものの、実際は二次②・三次①
を内包した複合商品とみなした（割り切った）調達※1になる。

◼ こういった背景を踏まえると、商品毎（二次②・三次①）の追加調達量についても複合商品の追加調達量に内包
されると考えられることから、追加調達量は複合商品を週間断面で減少させた量※2とするのが整合的と考えられる。

◼ なお、追加調達量と三次②必要量は対応する誤差の時間軸が異なり、不等時性を考慮した複合商品という考えが
取り得ないため、調達方法としては三次②必要量に追加調達量を単純加算の上、一括調達することとしてはどうか。

◼ また、FIT交付金と託送料金の仕訳方法については、引き続き国と連携して検討を行うこととしたい。

三次②として
調達

※2 どこまで追加調達を行うかまでの判断は難しいため、複合必要量(3σ)-複合必要量(1σ)を調達

※1 電源構成の大幅な変更等、実運用に影響が生じた場合は、別途対応を検討



27（参考）必要となった場合に追加調達する方法（二次②・三次①調達量）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html


28（参考）必要となった場合に追加調達する方法（追加調達方法）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html
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30（論点③）追加調達分のアセスメント方法について

◼ 前述のとおり、追加調達分については二次②・三次①等を内包した複合商品であると考えられる一方で、調整力の
供出事業者としては、三次②単独の商品要件を満たすリソースとして応札することとなる。

◼ このため、仮に、三次②以外の応動を含まないリソースであれば、三次②単独のアセスメントで評価する（せざるを
得ない）ことになるものの、実態としては三次②以外の応動を含んだリソースとなり、複合商品のアセスメントが適用
されることになると考えられる。

出所）第36回需給調整市場検討小委員会（2023年3月2日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_36_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_36_haifu.html
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32（論点④）追加調達の閾値について（1/2）

◼ 第35回本小委員会にてお示ししたとおり、追加調達の閾値については透明性を考えた場合、需給ひっ迫の度合いを
示し、不足インバランス発生が見込まれる（インバランス対応調整力の必要性が分かる）広域予備率により判断を
する方法が考えられるところ。

◼ この点について、広域予備率をもとにした追加調達の閾値の作成が可能か否かを判断するためには、インバランスと
広域予備率の関係性について分析する必要がある。

◼ このため、東京エリアおよび関西エリアが属していた広域ブロック※について2022年度実績値を用いて、インバランスと
広域予備率の関係性について分析を行った。

●使用したデータは以下のとおり
✓ 広域予備率：前日断面の48点化された広域ブロック別の広域予備率（広域機関公表値）
✓ 広域ブロック需要：前日断面での広域予備率算定時の需要（広域機関公表値）
✓ インバランス量：インバランス料金単価算定根拠としての48点の公表値（ICS公表値）

●データ粒度およびデータ対象期間等は以下のとおり
✓ データ粒度：30分単位
✓ データ対象期間：2022.4～2023.3
✓ 対象時間帯：9:00～20:00
✓ 対象コマ数：8,030コマ

※ 連系線の分断が無い断面においては他エリアも同一の値となる。



33（参考）必要となった場合に追加調達する方法（判断基準）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html
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（論点④）追加調達の閾値について（2/2）

◼ 結果としては、以下のとおり、広域予備率が小さくなるほど不足インバランス側へ振れる傾向が見受けられた。

◼ このため、今後、こういった傾向を踏まえたうえで、週間断面での調達量を減らすことにより対応ができなくなる領域
（追加調達が必要な領域）について引き続き検討を行い、広域予備率をもとにした具体的な追加調達の閾値に
ついては、別途お示しすることとしたい。

東京エリア 関西エリア

近似曲線

広域予備率(%)

インバランス率※

(%)

不
足
イ
ン
バ
ラ

余
剰
イ
ン
バ
ラ

※インバランス率＝∑（広域ブロックのインバランス量）/∑（広域ブロック需要）

近似曲線
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必要量登録以降でしか予見性が高まらない

（論点⑤）2024年度に向けた三次②調達に関する検討の方向性について

◼ 現行の三次②調達方法が抱える問題点については一次～三次①と変わらないものの、三次②の前日調達断面に
おける調整力不足の予見性については、GCにかけて再エネ出力がどの程度下振れするか、つまりは調達断面以降の
再エネ予測精度が向上できるかどうかに依存する。

◼ このため、現状は調達断面以降でしか予見性が高まらないことに加え、三次②は前日調達であり需給調整市場での
追加調達の機会がないことを踏まえると、三次②の効率的な調達方法として取り得る案は以下の2案が考えられる。

✓ 案① 現行どおり、前日に3σ相当を調達後、余力を時間前市場供出する（領域b・c含め現在検討中）

✓ 案② 一次～三次①と同様に、前日に1σ相当を調達し、不足時は時間前市場にて追加調達を行う

◼ 案②については、追加調達の際に時間前市場で供給力として調達することが運用上問題ないか、ならびに時間前
市場での確保が可能であるかの分析や、追加調達の有無を判断する基準の検討などが必要になると考えられる。

◼ このうち、時間前供出（案①）あるいは追加調達（案②）を判断するための基準の考え方は、共通となる部分が
多いため、まずは時間前供出や追加調達を判断するタイミングや閾値の考え方について整理のうえ、各案の具体的
な実務課題を検討することとしてはどうか。

前日

AM PM

6時 10時 12時 14時 17時

時間前
市場開場

三次②
必要量
登録

FIT
2回目
通知

SP市場
入札〆

三次②
入札〆

案①3σ調達後に、不要となった必要量を市場供出

案②1σを調達し、不足分を時間前市場で追加調達



37（参考）広域予備率と再エネ予測誤差についての分析（1/2）

◼ 三次②の調整力不足の予見性を検討するにあたり、一次～三次①と同様のアプローチが出来ないかについて確認
を行うため、広域予備率と再エネ予測誤差の関連性について分析を行った。

◼ 具体的には、以下のデータを用いて、東京エリア・関西エリアが属する広域ブロックについて確認した。

✓ 広域予備率：前日断面の48点化された広域ブロック別の広域予備率（広域機関公表値）

✓ 再エネ予測誤差※：FIT前日予測ーGC予測（三次②事後検証データより）

◼ なお、使用したデータ粒度およびデータ対象期間等は以下のとおり。

✓ データ粒度：30分単位

✓ データ対象期間：2022.4～2022.10

✓ 対象コマ数：10,272コマ

※三次②は再エネの下振れ誤差に対応する調整力のため、上振れ時は0として抽出



38（参考）広域予備率と再エネ予測誤差についての分析（2/2）

◼ 分析結果は下図のとおり。結果としては、広域予備率と再エネ予測誤差の実績から関係性を導き出すことはできず、
三次②の調整力不足の予見性を検討するうえでは、一次～三次①と同様のアプローチをとることは難しい。

東京エリア
前日予測-GC予測（MW）

広域予備率（％）

前日予測-GC予測（MW）

広域予備率（％）

関西エリア



39（参考）領域b・cについて

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


40（参考）案①・案②の判断基準の関係性

◼ 案①のように、領域b・cを時間前市場へ供出するためには、太陽光の下振れ量や上振れの発生が、どのタイミングで
見通せるかについての検討が必要であり、言い換えれば、実際に必要な量を見通すための判断基準（タイミングや
閾値）について検討していくことになる。

◼ 案②については追加調達量の算出といった違いはあるが（案①は供出可能量の算出）、実際に必要な量をもとに
算出する部分は同じであり、その考え方については共通となる部分が多いと考えられる。

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html
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42今後の進め方について

◼ 今回、一次～三次①の効率的な調達についての方向性を整理したため、引き続き、低減効果の算出や、具体的
手順を含めた実務検討を進め、反映可能な項目については2023年度の三次①必要量に反映することを目指す。

◼ 三次②については、各案について具体的な実務課題の検討を進め、三次②必要量算出への早期反映を目指す。

【三次②】

項目 本小委員会を含めた整理 今後の検討項目

効率的な調達方法
・案①：前日に3σ相当を調達し、余力を時間前市場供出する
・案②：前日に1σ相当を調達し、時間前市場にて追加調達を行う

・判断基準の考え方を整理のうえ、各案の具体的
な実務課題の検討

項目 本小委員会を含めた整理 今後の検討項目

効率的な調達方法 週間断面での調達量を減らし、不足時に追加調達する ー

調達量

週間
予見性がない一次・二次①については３σ相当
予見性のある二次②・三次①については１σ相当
複合必要量は1σ相当

・低減効果の算出
・具体的な手順を含めた実務検討

追加調達
複合商品の週間断面で減少させた量を調達
（複合3σ-複合1σ)

・具体的な手順を含めた実務検討

追加調達
方法

三次②と合わせて追加調達
（三次②必要量と追加調達量を単純加算のうえ調達）

・具体的な手順を含めた実務検討
・FIT交付金と託送料金の仕訳方法を国と連携し検討

アセス
メント

三次②以外の応動を含まない：三次②として実施
三次②以外の応動も含む：複合商品として実施

ー

判断基準（閾値） 広域予備率をもとに閾値を作成
・インバランスと広域予備率の関係性を踏まえ、
具体的な閾値を検討

対応時期 反映可能な項目は2023年度から反映 ・いつから開始できるか

【一次～三次①】

青字：今回の整理事項
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44まとめ

◼ 一次～三次①について

＜複合約定時の必要量＞

✓ 一次・二次①については商品毎必要量として3σ相当を調達し、二次②・三次①については1σ相当に低減し、合わせて、複合
必要量を1σ相当としても問題ないと考えられるのではないか。

＜追加調達量および追加調達方法＞

✓ 追加調達量は複合商品を週間断面で減少させた量（複合3σ-複合1σ）とするのが整合的と考えられる。

✓ 追加調達量と三次②必要量は不等時性を考慮した複合商品という考えが取り得ないため、調達方法としては三次②必要量に
追加調達量を単純加算の上、一括調達することとしてはどうか。

✓ FIT交付金と託送料金の仕訳方法については、引き続き国と連携して検討を行う。

＜追加調達分のアセスメント＞

✓ 三次②以外の応動を含まないリソースであれば、三次②単独のアセスメントで評価することになるものの、実態としては三次②
以外の応動を含んだリソースとなり、複合商品のアセスメントが適用されることになると考えられる。

＜追加調達の閾値＞

✓ インバランスと広域予備率の関係性をふまえ、広域予備率をもとにした具体的な追加調達の閾値について別途、お示しする。

◼ 三次②について

案①：現行どおり、前日に3σ相当を調達後、余力を時間前市場供出する（領域b・c含め現在検討中）
案②：一次～三次①と同様に、前日に1σ相当を調達し、不足時は時間前市場にて追加調達を行う

✓ 追加調達や時間前供出を判断するタイミングや閾値の考え方について整理のうえ、各案の具体的な実務課題を検討することと
してはどうか。


